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26
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
４
日
㈬
に
開
会
す
る
予
定
で
す
。
会
議
の
日

程
な
ど
は
、
開
会
予
定
日
の
約
１
週
間
前
に
決
定
さ
れ
ま
す
。
請
願・陳
情
は
、

開
会
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
が
、
今
期
定
例
会
で
協
議
さ
れ

６
月
議
会
は
６
月
４
日
開
会
予
定

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
八
千
代
市
役
所
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
を
推

進
し
て
お
り
、冷
房
時
の
室
温
28
度
で
快
適
に
過
ご
せ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル「
ク

ー
ル
ビ
ズ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、５
月
１
日
㈭
か
ら
10
月
31
日
㈮

ま
で
を
ク
ー
ル
ビ
ズ
期
間
と
し
、節
電
に
努
め
ま
す
。ま
た
、軽
装
や
暑
さ
を
し

の
ぐ
工
夫
な
ど
、市
民
へ
の
普
及
啓
発
を
よ
り
強
化
す
る
た
め
、６
月
か
ら
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
を
着
て
勤
務
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。（
総
務
課
・
環
境
政
策
室
）

　八千代市では、国民健康保険の加入者を対象
に、人間ドック費用の助成を行っています。26
年度からは、人間ドックとがん検診の助成を一
緒に受けられるようになりました。
　健康を維持し、快適な生活を送るために年に
一度は人間ドックを受診して、自分の健康状態
を確認してみましょう。

人間ドックの助成を　　　　　
受けることができる人は
　助成の対象となるのは、次の条件をすべて満
たした人です。
●八千代市の国民健康保険に継続して１年以上
加入している人
●平成26年４月１日時点で34歳以上の人
●国民健康保険料に未納がない世帯の人
　26年度の特定健康診査(特定健診)を人間ドッ
クより先に受診した人は対象外です。また、助
成が受けられるのは年度ごとに一人１回です。

人間ドックとがん検診の助成が
一緒に受けられます
　今年度から、人間ドックを受診する場合に、
「胸部レントゲン検診」「胃がん検診」「大腸が
ん一次検診」を受診した場合、助成が一緒に受
けられるようになりました。がん検診の助成対
象は４月１日現在で40歳以上の人で、健康づく

り課から受診券が郵送されます。医療機関へ予
約する時に、がん検診の受診券があることを申
し出てください。
　人間ドックを受診する際に、がん検診の受診
券を持参してください。受診当日に受診券を忘
れると助成が全て受けられません。

助成額と窓口負担の仕組み
　年齢によって助成額が異なります。市は人間
ドック総費用の７割（８割）を助成します。窓口
では人間ドックにかかる費用の３割（２割）と40
歳以上の人は特定健診の自己負担分、がん検診
も一緒に受診する場合はがん検診の自己負担分
をお支払いください。なお、助成額には上限があ
ります。上限を超えた分は自己負担となります。

助成を受けるためには事前に　
申請が必要です
　人間ドックの助成を受けるためには、受診す
る前に市役所で申請してください。支所や電話
では受け付けていません。また、申請前に人間
ドックや特定健診を受診した場合は助成が受け
られないのでご注意ください。
　助成の対象は、市内の登録された医療機関で、
26年12月31日までに受診した人です。医療機関
によって金額や追加できる検査が異なるので、
予約時にご確認ください。
【次の２つを市役所にお持ちください】
●八千代市の保険証
●特定健康診査受診券(40歳以上の人)

※１　75歳以上の人（後期高齢者医療制度の加入者）は加入期間にかかわらず国民健康保険と同様の助成が受けられます
※２　がん検診と一緒に受診する場合

○がん検診も一緒に受診する場合は、予約時に医療機関へ申し出てください
○期限間近になると医療機関が混み合います。早めの受診をお願いします

がん検診と一緒に受けてみませんか

人間ドックは助成が受けられます
■
年
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と
助
成
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自
己
負
担
割
合
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組
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ッ
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診
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で
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流
れ

お問い合わせは
国保年金課
483-1151へ

年齢区分 自己負担割合 助成限度額

昭和50年４月１日～
昭和55年３月31日生まれの人
（27年3月31日までに35～39歳になる人）

総費用の２割 総費用の8割
上限35,000円

昭和30年４月１日～
昭和50年３月31日生まれの人
（27年3月31日までに40～59歳になる人）

総費用の２割
＋特定健康診査自己負担分
＋がん検診自己負担分(※２)

総費用の8割
上限15,000円

昭和30年３月31日以前に生まれた人
（27年3月31日までに60歳以上（※１）になる人）

総費用の３割
＋特定健康診査自己負担分
＋がん検診自己負担分(※２)

総費用の7割
上限15,000円
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70～74歳の人へ
保険証をご確認ください

お手元の保険証は最新ですか

　70～74歳の人が医療機関にかかるとき、自己
負担割合がそれぞれ異なります。現役並みの
所得がある人の世帯は３割、今まで１割だっ
た人は継続して１割ですが、今年度新たに70
歳となる人は誕生日の翌月から２割になりま
す。負担割合は、８月１日からの更新時に毎
年、前年収入を基に判断します。

　昭和19年４月１日以前生まれの人で、自己
負担が１割の人には、３月に新しい保険証を
郵送しています。　表示が変わりましたので、
最新のものかご確認ください。紛失した、住
所変更などで届いていないなど手元にない場
合、市役所または支所で再交付手続きができ
ます。今年度70歳になる人は、誕生日の翌
月１日から保険証が変わりますので、誕生月
の下旬に新しい保険証を世帯主宛に簡易書留
で郵送します。

■１割負担の表示が変わりました

■自己負担割合が生年月日によって異なります

※毎月１日生まれの人は誕生日から変わります

自己負担割合 現役並みの
所得がある人

昭和19年４月１日
以前の生まれの人 １割

３割
昭和19年４月２日
以降の生まれの人

誕生日の翌月１
日から（※）２割

一部負担金の割合　２割
平成26年３月31日までは１割

一部負担金の割合　２割
特例措置により１割

こ
こ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い


